
地
政
學
者
と
し
て
の
頼
肉
薄
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地
政
學
者
と
し
て
の
頼
山
陽

内

田

秀

雄

キ黍…三四警モ＝

は
　
し
　
が
　
き

地
政
學
者
と
し
て
の
生
立
ち

地
政
的
詩
人

地
圃
に
關
し
て

地
　
　
政
　
　
諦

北
方
、
問
　
題

結
　
　
　
　
　
び

［
、
は
　
し
、
が

き

　
近
世
に
於
け
る
地
政
學
者
と
し
て
、
西
川
如
見
、
佐
藤
儒
淵
、

手
田
篤
胤
、
果
ま
た
吉
田
松
陰
な
ど
と
撒
多
く
の
人
々
を
わ
れ
わ

勉
は
知
っ
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
省
み
ら
る
可
く
し
て
未
だ
省

み
ら
れ
ざ
る
、
詩
入
に
し
て
、
典
家
な
る
頼
山
陽
を
も
亦
そ
の
一

入
と
し
て
、
蕪
に
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
。

二
、
地
政
學
者
と
し
て
の
生
立
ち

　
地
政
學
者
と
し
て
の
生
立
ち
。
菅
茶
山
が
宮
島
参
詣
の
途
次
、

頼
春
水
を
訪
ね
た
際
に
、
年
歯
い
ま
だ
九
歳
に
過
ぎ
な
か
っ
た
山

陽
も
そ
の
席
に
列
し
、
林
子
羅
の
「
三
國
通
覧
」
や
、
珍
ら
し
い

紅
魚
の
化
石
な
ど
を
持
ち
出
し
て
そ
の
一
見
に
供
し
《
茶
山
を
し

て
「
久
太
郎
、
甫
め
て
九
歳
、
秀
嚢
に
し
て
、
戯
弄
を
仔
ま
す
、

客
を
こ
の
ん
で
侍
座
し
つ
～
、
終
日
倦
ま
す
、
詩
と
書
叢
を
學
び

皆
観
る
べ
し
」
と
言
は
し
め
た
程
の
利
嚢
さ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
．

依
っ
て
、
彼
の
志
向
と
當
時
の
教
養
と
が
窺
は
れ
、
今
日
の
所
謂

自
然
地
理
的
、
乃
至
着
丈
地
理
的
素
養
が
積
ま
れ
た
と
言
は
れ
な

く
と
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
方
面
に
勘
か
ら
ざ
る
關
心
を
荷
し
て

み
た
こ
と
が
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
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無
理
以
㎜
四
四
＋
、
　
隅
田
陽
十
＝
露
命
の
ソ
蒔
一
、
　
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
研
ワ
勢
幸
太

夫
な
ど
の
漂
流
民
を
経
っ
て
松
前
に
來
た
り
、
「
今
や
虎
狼
の
赤

夷
曲
に
隣
し
、
其
間
ま
た
叛
鳳
急
な
き
毛
夷
あ
り
。
若
し
赤
夷
來

り
襲
は
f
八
百
里
の
地
悉
く
彼
が
有
と
な
ら
ん
」
（
招
か
れ
て
松

前
藩
に
丈
武
の
道
を
講
じ
た
大
原
左
金
吾
の
言
）
と
恐
れ
ち
れ
、

蓋
し
、
欝
時
の
大
問
題
で
あ
っ
た
。
多
感
の
少
年
山
陽
は
そ
れ
ら

の
公
丈
量
を
手
爲
し
、
「
擬
下
人
爲
か
観
身
心
画
一
赴
串
松
前
上
」
と
題

し
て
、
、

　
　
繁
閑
遽
繊
白
河
關
、
　
　
南
部
津
輕
道
路
難

　
　
威
信
遙
四
八
三
種
外
　
　
　
選
名
雁
甥
播
八
州
間

　
　
西
來
漸
入
二
蝦
夷
國
一
　
　
　
束
望
絡
無
二
日
本
山
一

　
　
勲
業
随
域
中
使
令
　
　
　
　
錦
篠
皮
席
何
時
還

と
賦
し
、
早
く
も
北
方
問
題
に
多
大
の
爆
心
を
示
し
て
み
る
の
で

あ
る
。

　
寛
政
元
年
、
備
中
の
地
理
墨
者
、
古
川
古
松
軒
は
春
水
を
江
戸

の
麗
敷
に
訪
ね
｝
、
廊
蘭
鉤
股
法
」
（
遠
近
測
地
術
）
を
授
け
た
こ
と

が
あ
る
が
、
越
え
て
、
寛
政
七
年
、
古
松
軒
は
安
藝
に
て
叉
春
水

を
訪
問
し
た
。
こ
の
時
山
陽
は
彼
に
出
會
ひ
、
彼
に
依
っ
て
啓
褒

地
政
灘
・
者
と
し
て
の
麟
由
腸

さ
れ
る
斯
頗
る
多
く
、
山
陽
の
地
理
的
識
見
は
先
づ
彼
に
依
っ
て

養
は
れ
た
と
討
っ
て
よ
い
。
こ
の
事
ほ
後
年
山
陽
が
㎝
、
古
川
翁
傳
」

（
文
政
十
一
年
）
な
る
も
の
を
制
作
し
て
「
余
、
十
六
歳
ノ
時
、
マ
翁

來
リ
テ
麺
恥
口
遊
ビ
、
止
ル
人
ト
醤
ア
ル
ヲ
以
テ
來
過
シ
、
手
ヅ
カ
ラ

海
内
ノ
輿
地
、
及
ビ
四
隣
ノ
立
春
ヲ
鴇
シ
、
來
ツ
テ
予
二
贈
り
、

且
凹
フ
、
闘
…
ク
賢
子
、
頗
ル
告
語
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
G
願
ク
ハ
・

此
ノ
墨
ヲ
謙
語
ヨ
ト
。
予
時
二
疾
ア
リ
、
時
二
見
ル
コ
ト
ヲ
得

ズ
、
而
シ
テ
瓜
瑚
・
去
ル
。
余
コ
レ
ラ
敦
珊
玩
ス
ル
ニ
、
世
ノ
地
圖
ト
大

二
異
ナ
リ
、
州
郡
ノ
界
ヲ
鑑
セ
ズ
、
特
二
山
川
ノ
脈
理
ブ
示
シ
、

略
州
名
ヲ
傍
二
略
説
ス
ル
ノ
ミ
。
余
コ
ン
ニ
因
ッ
テ
、
海
宇
ノ
大

勢
ヲ
識
ル
コ
ト
ヲ
墨
譜
リ
。
ス
デ
ニ
シ
テ
四
・
万
二
遊
ビ
、
以
テ
コ

レ
ヲ
瞼
ス
ル
ア
リ
。
皮
ヲ
作
り
、
且
事
ヲ
論
ズ
ル
鷹
野
ン
デ
依
櫨

ス
ル
所
多
シ
。
皆
翁
ノ
賜
モ
ノ
ナ
り
し
（
原
義
丈
）
と
賛
し
て
居

る
こ
と
に
依
っ
て
窮
ひ
知
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
後
に
述
べ
る
虚

あ
る
が
如
く
、
彼
の
論
策
の
地
理
の
上
に
そ
の
基
礎
を
置
き
、
そ

の
史
、
そ
の
詩
の
地
人
一
膿
的
、
謂
は
∬
地
政
皐
的
記
述
に
光
彩

を
放
っ
て
る
る
の
も
實
は
古
松
軒
に
由
來
す
る
も
の
と
槻
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
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地
政
…
学
者
と
し
て
の
頼
山
陽

そ
の
後
一
彼
は
江
戸
に
、
京
都
に
或
は
九
州
起
と
し
ば
し
ば
遊

び
、
既
に
髄
得
せ
る
地
理
的
．
精
榊
を
以
て
東
西
南
北
の
風
物
を
槻

察
し
、
叢
に
山
陽
凋
陶
の
地
政
學
的
典
錐
を
建
設
し
、
地
政
墨
的

詩
の
多
く
を
制
作
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
名
は
實
の
賓
な

り
と
か
。
山
陽
の
幼
名
を
…
，
久
太
郎
」
と
　
蕎
つ
た
が
、
長
ず
に
及

ん
で
書
経
の
廃
置
の
黄
河
の
水
の
「
、
懐
・
山
幕
ド
陵
」
よ
り
｝
，
褒
L

尋
か
命
名
さ
れ
”
た
一
か
、
緊
入
下
の
　
逓
伽
幣
は
、
一
と
山
［
陽
し
で
あ
・
り
「
i
ご
…
十
六

峰
外
典
」
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
二
者
は
何
れ
も
が
氣
宇
の
黙
達

な
る
風
土
的
香
り
の
蕩
い
も
の
で
あ
る
。
寛
齊
、
無
双
堂
な
ど
と
本

入
で
な
け
れ
ば
理
の
解
り
か
ね
る
が
如
き
當
時
の
一
般
の
傾
陶
と

凡
そ
か
け
離
れ
た
る
所
ヒ
名
詮
自
樗
、
彼
の
地
政
墨
者
と
し
て
の

本
領
が
あ
る
と
言
ひ
得
る
と
恩
ふ
。

三
、
地
政
的
詩
人

山
陽
の
本
領
は
皮
に
あ
ら
す
、
實
に
そ
の
詩
に
あ
っ
た
こ
と
は

磨
ら
正
し
て
「
頼
嚢
が
藝
は
詩
を
爲
第
一
様
に
候
」
乏
言
っ
て
み

る
に
徴
し
て
、
何
人
も
異
存
の
な
い
所
で
あ
ら
う
。
．

　
山
陽
の
数
多
く
の
著
述
中
、
彼
の
生
前
に
世
に
撫
版
せ
ら
れ
た

第
二
十
九
巷
　
第
一
毅

七
六

も
の
は
「
日
本
樂
府
」
の
み
で
あ
る
。
日
本
撃
殺
は
悠
久
な
る
皇

國
皮
を
彼
の
得
意
の
詩
を
以
て
叙
濃
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
謂
は

ゴ
】
種
の
愛
國
行
進
曲
で
あ
る
。
そ
の
生
前
に
嵐
噛
せ
ら
れ
し
所

な
ど
か
ら
観
て
も
こ
れ
に
封
ず
る
彼
の
氣
持
も
与
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
を
し
て
．
感
激
せ
し
め
る
も
の
は
そ
の
編
輯
の

周
到
な
る
野
糞
で
あ
る
。
脚
ち
、
そ
の
巌
頭
に
「
日
出
國
」
を
掲

げ
て

臓
嵩
威
、
犠
波
虞
。

扶
桑
難
號
朝
已
盈
。

蕨
顯
劉
藪
麓
二
日
越
一
。

爾
頭
天
子
東
天
署
。

長
安
洛
陽
天
未
ド
曙
。

東
海
日
輪
依
r
聯
繋
。

と
謡
ひ
、
皇
閣
の
東
海
に
堂
々
た
る
地
歩
を
商
め
て
み
る
地
政
…
學

的
宣
言
を
な
し
、
絡
り
を
結
ぶ
に
「
三
三
器
」
を
以
て
し
、
外
國

干
渉
の
噺
乎
排
撃
す
べ
き
を
高
画
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

に
も
後
に
蓮
べ
る
國
防
風
態
度
が
み
ら
れ
る
。
更
に
叉
、
我
が
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

盤
㎜
閻
的
廓
獲
。
か
り
の
六
十
六
州
に
封
鷹
…
す
る
や
・
り
に
、
白
干
五
百
恥
牛

　
　
　
　
　
　
　
へ

の
歴
皮
を
六
十
六
粛
を
以
て
し
、
そ
の
鞍
丈
に
㎜
、
我
國
風
氣
人
物

（　et　6）



何
必
減
茜
土
こ
と
櫓
し
、
「
名
敏
之
是
非
」
を
主
膜
し
、
樂
府
馳

全
灘
を
貫
く
精
紳
は
榮
光
あ
る
皇
國
土
と
そ
こ
に
麗
し
く
も
険
ぎ

繊
だ
さ
れ
た
國
更
の
華
惣
讃
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
百
干
を
以
て
数
へ
ら
れ
る
山
陽
の
詩
の
特
色
は
如
何
。
詠

史
（
こ
れ
は
「
子
成
の
長
技
篇
）
、
叙
景
の
別
は
あ
れ
、
そ
の
思
考

の
東
西
爾
北
の
地
理
を
経
と
な
し
、
古
徒
今
來
の
歴
史
を
緯
と
な

せ
る
所
の
謂
は
y
｝
種
の
地
政
墨
闘
詩
で
あ
る
燵
に
彼
の
詩
の
｝

大
特
色
が
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
最
も
入
口
に
瞼
衆

せ
る
「
拐
中
島
」
の
詩
を
観
て
も
、
犀
川
の
叙
景
が
あ
る
か
と
恩

へ
ば
忽
ち
十
年
の
端
黒
に
か
へ
り
、
　
一
著
し
て
再
び
流
星
光
底
な

る
宇
宙
観
野
の
擁
大
に
齢
へ
る
奔
放
白
在
の
地
歴
｝
如
の
銘
詩
で

あ
る
。

　
「
下
一
一
筑
後
河
一
過
二
菊
池
正
観
公
職
慮
“
感
面
有
馬
作
」
の
長
詩

も
亦
さ
ら
に
こ
の
感
を
深
く
す
る
。
試
み
に
、
そ
の
末
尾
の
み
を

引
用
し
て
も

　
　
河
流
濾
々
去
不
〆
還

　
　
遜
望
肥
嶺
翻
二
南
鷺
ゴ

　
　
干
載
姦
黛
骨
亦
朽

地
誌
學
者
と
し
て
の
頼
爵
漁

業
有
罪
苦
節
薄
二
芳
墨
少

聯
粥
二
鬼
雄
一
歌
も
凱
句
一

獺
三
河
灘
七
二
里
美
一

　
地
と
血
の
合
一
的
地
政
詩
で
あ
り
、
二
誼
、
二
諦
こ
れ
を
吟
ず

る
者
を
し
て
恩
は
す
輿
憤
感
超
せ
し
む
る
も
の
あ
る
所
以
も
藪
に

之
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
詩
人
の
身
也
難
事
的
詩
と
そ
の
類

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
街
「
雲
か
、
山
か
、
．
呉
か
、
‘
越
か
。
　
水
天
髪
舞
、
　
青
一

髪
」
に
み
ら
れ
る
が
如
く
、
山
陽
の
詩
の
特
色
は
中
山
久
四
郎
博

士
も
指
摘
せ
ら
れ
し
が
如
く
、
日
本
を
孤
立
的
に
考
へ
す
、
眼
を

常
に
外
に
注
い
で
み
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
一
識
見
で
あ

る
と
共
に
彼
め
地
政
畢
的
敦
養
の
然
ら
し
め
た
所
と
考
へ
た
い
。

偶
潤
の
二
三
を
紹
介
す
る
な
ら
ば

　
蜂
火
台
詞
、

西
鎭
新
開
蜂
火
台

墨
磨
二
楯
鼻
榊
蝿
二
雄
才
一

第
二
十
九
巷
　
鍛
｝
號

七
七
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勉
政
調
者
と
し
て
の
翻
偲
肉
陽

憶
鱈
長
囎
葱
〆
欄
虞

萬
里
雄
風
韓
鵜
來

備
親
晴
濤
萬
里
風

鯨
鰻
伏
庭
碧
如
短
章

雲
生
二
天
際
一
面
何
國

不
二
三
朝
三
一
是
浦
洲

　
阿
鍋
三

雲
礁
鰍
立
大
七
癖

決
唇
西
南
不
〆
見
〆
山

鴨
影
低
迷
帆
影
淡

天
蓮
F
水
庭
三
盛
溝

　
逢
二
重
墜

吾
生
三
十
九
重
陽

幾
虞
黄
花
泥
二
酒
膓
焦

商
略
登
高
誰
第
一

　
　
　
第
二
＋
九
巷

薩
出
雛
虞
蜷
二
南
洋
一

　
難
　
　
誌

地
墜
蜻
艇
尾

浮
雲
横
二
呂
宋
一

寒
草
常
春
藝

羅
施
猫
有
ド
喜

四
、

第
一
王

城
葱
鮫
鰐
頭

悪
浪
嬉
二
流
虹
一

質
船
或
越
舟

十
月
未
〆
披
F
嚢

七
八

　
　
　
　
地
圏
に
…
關
し
て

　
画
陽
の
作
域
せ
る
地
圖
に
し
て
世
に
傳
は
る
も
の
数
葉
が
あ

る
Q

　
　
一
、
題
ご
自
製
掲
貢
圖
一

　
　
二
、
題
二
自
作
輿
圖
一
（
日
本
地
響
）

　
　
三
、
題
・
一
自
製
地
圓
一

　
　
四
、
題
二
自
製
和
漢
皮
蹟
囲
一

　
こ
れ
ら
の
地
圖
制
作
の
精
榊
は
「
國
郡
方
位
大
吉
醐
蹄
セ
旦
ト

難
モ
、
山
厭
ノ
越
止
、
水
勢
ノ
源
流
、
亦
以
テ
概
略
ヲ
識
ル
ニ
足

ル
。
而
シ
テ
攻
守
ノ
利
害
、
又
掌
ヲ
指
ス
ベ
シ
」
（
題
二
自
作
輿

（　rt　S　）



圓
“
）
「
山
　
水
ヲ
槻
ル
ハ
、
維
皮
ヲ
治
ム
ル
ト
同
ジ
、
先
ヅ
ソ
ノ
大

綱
ヲ
見
ル
ヲ
要
ス
。
又
丈
章
ヲ
作
ル
ト
間
ジ
。
首
尾
貫
逓
ス
ル
ヲ

要
ス
。
｛
爪
ヨ
リ
鎭
西
二
趨
ク
地
，
勢
由
罵
肱
大
簿
…
此
ノ
加
押
シ
、
胸
中
ニ

ソ
ノ
節
族
ヲ
領
シ
テ
往
ケ
バ
、
則
チ
腰
裏
ソ
ノ
條
貫
ヲ
得
、
雲
霧

中
ヲ
行
ク
ガ
如
ク
ニ
至
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
（
題
工
自
製
地
圓
一
）
「
古
入

ノ
遊
、
必
ズ
ソ
ノ
景
勝
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
識
ル
。
而
シ
テ
後
、
小

ナ
ル
モ
ノ
、
臨
糊
…
ノ
下
二
三
瞬
悶
ス
ル
葡
肪
ハ
ズ
、
シ
カ
ラ
ザ
レ
バ
剛
淵

チ
婦
掃
が
伊
勢
二
詣
デ
、
観
訟
閏
ヲ
歴
拝
ス
ル
ト
ナ
ン
ゾ
揮
バ
ン
」

（
題
二
和
漢
史
蹟
岡
一
）
と
あ
る
に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
地
点
が
講
席
に
貼
り
つ
け
て
感
孚
に
示
し
た
り
、
大
槻
馨
漢

が
九
州
に
遊
歴
せ
し
際
に
沿
遁
の
地
岡
を
書
讃
を
よ
く
せ
し
彼
が

一
流
の
筆
を
以
て
か
き
輿
へ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
實

粥
本
位
の
歴
皮
の
論
罪
の
土
豪
と
な
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
る
。

。
從
來
の
與
圖
が
あ
っ
て
も
、
山
河
形
勢
を
指
す
も
の
な
く
、
地
入

の
關
係
を
論
ず
る
こ
と
が
幽
來
ぬ
。
こ
、
に
「
臆
に
櫨
り
て
」
こ

れ
ら
の
岡
を
作
域
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
彼
の
地
政
的
論
談
の

た
め
に
も
の
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
圏
は
一
つ

は
畏
く
も
御
物
で
あ
り
、
そ
の
他
諸
家
に
叢
論
せ
ら
れ
て
、
わ
れ

地
欧
識
者
と
し
て
の
油
蝉
陽
…

わ
れ
の
眼
に
及
ば
ぬ
。
が
、
地
圏
そ
の
も
の
も
、
山
谷
に
於
い
て

も
一
家
を
な
し
て
み
た
彼
の
事
と
て
棚
純
な
も
の
な
ら
ん
と
思
は

れ
る
。

五
馬
地

三

一肖冊

「
薪
樵
」
「
逓
議
」
「
日
本
瓦
夏
」
の
論
賛
な
ど
に
彼
の
地
政
學
的

識
見
の
多
く
が
槻
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
蛇
足
に
類
す
る
論
明
を

省
い
て
そ
の
二
一
二
を
引
用
す
る
こ
と
～
す
る
。

　
　
　
薪
策
輿
地
略

　
　
皇
和
ノ
國
、
大
海
…
ノ
心
二
鵡
腱
シ
。
蕃
皿
シ
東
西
ニ
ハ
百
絵
里
、
串
閑

　
　
北
二
百
絵
里
。
備
品
霜
折
ノ
如
シ
。
故
二
其
ノ
地
脈
中
二
起

　
　
リ
テ
左
右
二
毛
ル
。
中
最
モ
隆
シ
。
東
北
之
二
亜
ギ
、
西
南

　
　
最
モ
繊
ナ
リ
。
皇
化
西
南
ヨ
リ
輿
リ
テ
東
北
二
漸
ル
。
故
二

　
　
斎
堂
能
ク
西
海
外
ノ
朝
鮮
…
、
漸
…
海
諸
藩
ヲ
服
ス
。
而
シ
テ
東

　
　
北
ス
ナ
ハ
チ
蓮
山
斜
ニ
シ
テ
之
ヲ
限
ル
。
蓮
山
以
往
之
ヲ
毛

　
　
夷
二
瀬
ツ
。
（
直
路
）

　
　
　
凡
ソ
海
内
ノ
形
勢
及
ビ
風
氣
民
俗
、
大
抵
畿
内
以
西
ノ
民

　
　
農
ヲ
勤
メ
少
量
ナ
リ
。
東
北
ノ
笹
野
二
惰
ニ
シ
テ
多
脳
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
第
二
＋
九
巻
　
第
一
盤
　
　
　
七
九

（　nt　9　）



地
政
墨
出
磁
と
し
て
の
血
眼
山
陽

魯
魚
忌
地
臓
ノ
珊
ヲ
仰
グ
。
畿
内
及
ビ
阿
波
讃
妓
以
東
、
伊

勢
以
西
ソ
ノ
風
氣
同
ジ
ク
、
其
ノ
地
階
瞼
小
沃
ニ
シ
テ
、
其

ノ
民
入
眼
一
ニ
シ
テ
…
槻
利
ヲ
好
ム
。
置
ハ
ノ
曇
精
鉱
個
浮
華
円
ニ
シ
テ
覚
ハ

ノ
産
ハ
期
チ
繊
エ
ノ
奇
技
ニ
シ
テ
、
其
ノ
港
泊
或
ハ
任
侠
、
多

ク
シ
テ
、
之
ヲ
要
ズ
ル
ニ
武
ヲ
用
フ
ル
ノ
地
二
才
ザ
ル
ナ
リ
。

（
中
隆
）

　
關
八
州
、
尾
張
以
東
ノ
諸
國
、
豊
ハ
ノ
地
大
沃
ニ
シ
テ
ソ
ノ

人
爽
掩
蔑
果
断
…
、
武
ヲ
寛
R
ビ
、
其
ノ
晶
豫
語
斯
総
州
、
ソ
ノ
薩
ハ
則

チ
竹
箭
、
利
刀
、
善
馬
、
（
中
、
騒
）

　
常
陸
、
陸
奥
、
出
賜
、
其
／
地
大
忌
火
沃
、
其
ノ
人
關
八

州
引
接
テ
騰
ハ
塾
・
、
致
ハ
ノ
雪
語
晶
剛
卑
祷
俄
轟
薗
、
蛭
ハ
ノ
産
ハ
馴
一
チ
互

晶
出
糊
馬
、
璽
ハ
ノ
轟
快
齢
撃
憲
女
甚
シ
。
毛
糸
ハ
乃
チ
置
ハ
ノ
極
ナ
ル

諏
禰
ナ
リ
。
（
中
賂
ご

　
由
陽
、
山
陰
、
爾
海
及
ビ
伊
豫
土
佐
其
ノ
風
選
概
ネ
同
ジ
。
、

其
ノ
地
小
瞼
小
雪
っ
其
ノ
民
鄙
請
、
其
ノ
言
語
卑
賎
、
其
ノ

産
ハ
瀦
淵
チ
薦
席
鰍
似
布
．
ナ
リ
。
特
二
…
請
払
鰐
十
｛
佐
以
｝
繭
ハ
麟
腿
ル
轟
八

瞼
騙
馬
沃
ナ
ル
明
野
ア
リ
、
骨
…
ハ
ノ
民
｝
蹴
ル
儒
…
濃
、
睦
輝
く
二
騨
烈
ス

（
中
略
）

第
二
十
九
巻
　
第
一
二

八
○

　
琉
球
最
モ
繊
軟
ニ
シ
テ
制
シ
易
シ
。
故
乱
篭
ノ
禮
ヲ
執
ル

コ
ト
尤
モ
恭
シ
。
蓋
シ
地
脈
ノ
右
二
降
ル
者
此
二
極
リ
テ
、

・
左
ノ
張
ノ
加
ハ
キ
臨
調
ザ
ル
ナ
リ
。
（
下
略
）

　
こ
、
に
親
ら
れ
る
の
は
素
朴
で
は
あ
る
が
、

で
あ
り
、
地
入
合
一
論
で
あ
る
。

日
本
外
史
　
後
北
條
氏

純
然
た
る
地
人
論

　
外
史
虚
日
ク
。
天
下
ヲ
牌
藁
堆
ス
ル
ハ
、
形
…
勢
ヲ
霊
醐
ク
ス
ル

．
ヨ
リ
ハ
莫
シ
。
荷
モ
形
勢
ヲ
失
ヘ
バ
分
裂
ヲ
致
サ
ザ
ル
諏
着
鮮

　
シ
。
背
シ
文
武
二
在
リ
テ
、
山
海
ノ
形
試
漕
因
ッ
テ
以
テ
七
．

楢
～
二
㎡
分
チ
テ
、
．
王
漁
顧
中
二
属
一
ル
Q
同
出
職
鉄
拳
安
ヲ
．
｛
疋
鼎
シ
テ
四

方
環
謝
ス
。
蓋
シ
亦
盛
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
王
政
ノ
衰
ル
ヤ
、

方
響
…
ノ
梢
｛
縞
二
擦
リ
テ
制
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ア
リ
。
或
入
痛
迷

　
二
恩
照
覧
就
ク
ト
，
難
モ
天
下
ノ
勢
漸
ク
分
列
ヲ
敷
シ
、
以
テ

鎌
倉
ノ
覇
ヲ
馴
致
ス
。
是
ヨ
リ
以
還
、
閣
東
ノ
形
勢
常
二
天

下
二
徽
閉
タ
リ
○
而
シ
テ
霜
小
漱
μ
之
二
舶
能
ク
勝
ル
帥
呉
シ
。
、

（so）



　
余
嘗
テ
東
西
ヲ
歴
遊
シ
、
其
ノ
山
河
ノ
起
伏
ス
漉
所
ヲ
考

ヘ
ル
、
黒
谷
ラ
ク
虚
説
ノ
地
脈
東
北
自
ヨ
リ
來
リ
テ
漸
ク
西

シ
テ
漸
ク
小
ナ
ゥ
。
之
ヲ
入
落
二
讐
フ
レ
バ
、
陸
奥
、
嵐
朋

ハ
其
ノ
晶
魯
也
。
甲
斐
億
粛
艇
ハ
註
ハ
ノ
一
階
ナ
サ
。
關
｝
東
八
州
及
ビ

、｛

ﾊ
臨
画
藷
…
國
ハ
其
ノ
豊
富
陣
ニ
シ
テ
、
京
漁
脳
ハ
餐
ハ
ノ
腰
騨
一
ナ
リ
。

山
陽
、
南
海
以
西
二
至
リ
テ
鬼
畜
チ
股
ノ
ミ
、
　
脛
ノ
ミ
Q

故
二
其
ノ
腰
部
二
居
レ
バ
以
テ
其
ノ
股
脛
ヲ
制
ス
ベ
シ
。
以

テ
其
ノ
腹
｛
脊
ヲ
制
ス
可
カ
ラ
ズ
。
且
ッ
李
安
四
…
載
ノ
地
、
天

下
事
有
レ
バ
必
ズ
先
ヅ
兵
ヲ
被
ル
。
鎌
倉
ノ
濁
り
一
面
ヲ
以

テ
一
四
・
甲
原
ヲ
舗
…
ス
ル
ニ
如
カ
ザ
ル
ナ
リ
。
元
弘
ノ
時
二
至
リ

テ
、
能
ク
一
塁
二
北
條
氏
ヲ
取
ル
者
ハ
、
海
内
怨
、
・
、
畔
キ
、

鍋
其
ノ
腹
心
ヨ
リ
起
ル
、
能
ク
西
ヲ
以
テ
東
訟
勝
二
非
ザ
ル

ナ
リ
。
其
ノ
盛
時
二
方
リ
テ
ハ
鎌
倉
ヲ
以
テ
爆
一
本
ト
ナ
シ
、
、

府
ヲ
京
師
、
筑
紫
口
置
ク
。
其
ノ
天
下
ヲ
制
ス
ル
コ
ト
瞥
ノ

指…

虫
g
フ
が
如
シ
。
而
シ
テ
足
利
氏
ハ
其
ノ
爲
ス
所
反
シ
、

彼
ヲ
含
キ
、
此
山
居
ル
。
謬
テ
リ
。
然
レ
ド
ニ
、
亦
已
ム
ヲ
得

ザ
ル
窟
u
ル
ナ
リ
。
彼
ハ
粛
…
朝
ヲ
慮
り
鍾
〃
倉
二
遠
ク
層
ル
コ
ト

能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
、
故
二
鎭
メ
ル
ニ
子
弟
ヲ
以
テ
シ
、
窒
町
二

　
地
政
摯
出
囎
ど
し
て
の
鱗
馬
銭

藩
屏
，
ス
。
需
閏
シ
テ
怖
週
孚
…
端
ヲ
一
嘗
ク
、
叉
宜
ハ
ノ
一
四
註
二
因
リ
テ

之
ヲ
覆
ス
Q
而
シ
テ
室
町
途
二
是
ヨ
リ
鼠
ル
Q

　
是
レ
其
ノ
四
方
ヲ
㎞
制
駅
ス
ル
能
ハ
ズ
シ
テ
以
テ
王
家
ノ
敗

ヲ
襲
フ
者
、
形
勢
ヲ
失
フ
故
㌦
非
ザ
ラ
ン
ヤ
。
其
ノ
畢
世
二
及

ン
デ
七
W
迫
豪
傑
、
號
災
二
絹
一
石
嚇
シ
、
離
ル
魑
、
天
正
ノ
闘
四
二
至

リ
テ
、
海
一
四
｛
袈
ケ
テ
八
九
ト
ナ
リ
、
其
ノ
最
大
ナ
ル
モ
ノ
四

面
ナ
リ
。
日
ク
、
北
條
氏
、
日
ク
、
武
田
氏
、
日
ク
、
上
杉

氏
、
無
日
ク
、
毛
利
氏
。
・

　
毛
利
氏
ハ
安
藝
二
尊
リ
テ
山
陽
、
山
陰
ノ
十
三
州
ヲ
並
べ

テ
藪
土
尤
モ
廣
シ
。
其
ノ
次
ヲ
北
條
氏
ト
ナ
ス
。
北
條
氏
ハ

伊
豆
ヲ
取
り
テ
之
二
櫨
…
り
、
途
二
三
八
州
ヲ
並
ブ
黛

　
武
田
昏
乱
甲
斐
二
野
リ
、
信
濃
、
飛
騨
、
駿
河
、
上
野
ヲ

並
ブ
。

　
上
杉
二
一
越
後
二
起
り
、
越
中
、
能
登
、
加
賀
タ
並
べ
以

テ
薙
内
、
會
津
二
及
ブ
。

　
皆
事
フ
テ
耕
二
二
務
メ
、
帯
甲
下
定
、
積
票
山
ノ
如
シ
、

襲
膿
虎
観
、
点
画
押
角
立
シ
、
皐
ゲ
テ
宇
内
ヲ
包
ム
ノ
心
ア

ラ
ザ
ル
莫
シ
ゆ

第
二
十
九
巷
　
、
第
一
號

八
高

（81）



　
　
地
政
二
者
と
し
て
の
頼
山
陽

　
　
夫
レ
、
北
條
氏
天
下
ノ
胸
腹
二
櫨
リ
テ
、
其
ノ
兵
ヲ
脚
シ

　
テ
、
以
テ
申
慷
ヲ
籍
潤
フ
能
ハ
ザ
ル
ハ
、
武
田
、
上
杉
宜
ハ
ノ
熊
甘

　
二
撫
リ
テ
以
テ
其
ノ
衝
デ
横
塞
ス
レ
バ
ナ
凱
。
而
シ
テ
ニ
氏

　
勢
力
畑
鮒
倣
シ
、
相
∵
持
シ
テ
決
セ
ズ
、
叉
豊
ハ
ノ
薇
H
ヲ
㎞
圃
ル
暇
ア

　
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

　
　
毛
利
氏
、
彊
土
廣
ト
難
モ
其
ノ
股
脛
ヲ
以
テ
其
ノ
腰
轡
二

　
向
フ
。
固
ヨ
リ
中
原
　
二
抗
衡
ス
ル
鮎
駈
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

　
　
織
田
氏
、
四
氏
ノ
中
二
介
立
シ
テ
、
覚
ハ
ノ
西
ヲ
先
ン
ジ
テ

其
ノ
東
ヲ
後
ニ
ス
。
強
ヲ
遜
ケ
テ
弱
ヲ
撃
ッ
、
険
ヲ
含
キ
テ

　
夷
ヲ
取
ル
。
‘
9
是
ヲ
以
テ
カ
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
少
ク
シ
テ
、
功
ヲ

　
成
ス
コ
ト
臨
迷
シ
。

　
　
豊
臣
氏
、
亦
其
ノ
遺
謀
罪
因
リ
テ
途
二
以
テ
合
一
ヲ
致
ス

　
コ
ト
ヲ
得
ク
リ
。

　
－
織
田
、
届
出
臣
ノ
形
　
勢
二
於
ケ
ル
察
ス
ル
有
ル
が
加
押
シ
。
｝
㎜

　
シ
テ
豊
ハ
ノ
居
ル
所
二
四
リ
テ
引
足
剰
一
氏
ト
．
未
ダ
嘗
テ
大
黒
ハ
闘
一

　
有
ザ
ル
ナ
リ
。
激
ハ
ノ
’
既
二
A
窟
シ
叉
裂
ケ
テ
久
シ
ク
天
下
ヲ
駅

　
ス
鮎
肥
ハ
ザ
ル
蹴
川
以
ノ
者
ハ
亦
此
門
出
ズ
ル
ヤ
。
（
下
・
略
）

こ
れ
に
依
っ
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
罫
書
の
治
鳳
興
亡
は
全
く
、

　
　
　
　
　
第
二
十
九
巷
　
第
一
號
　
　
　
八
ご

そ
の
山
河
形
勢
の
把
握
の
如
何
に
懸
っ
て
み
る
を
論
制
せ
る
純
然

た
ゐ
地
宿
馬
酌
主
張
で
あ
る
。

　
　
　
　
通
議
論
水
回

　
　
　
我
國
、
大
海
ノ
心
二
庭
ル
コ
ト
猫
ホ
天
ノ
斯
瓢
シ
テ
之
ヲ
四

　
　
周
ス
ル
が
如
シ
。
是
レ
”
其
ノ
憐
ン
デ
以
テ
逡
ヲ
防
グ
所
ニ
シ

　
　
テ
、
憲
ノ
敢
テ
凹
目
ザ
ル
所
サ
リ
。
然
レ
ー
，
モ
特
ム
ハ
、
我

　
　
其
ノ
立
野
ル
ノ
ミ
Q
逡
ヲ
シ
テ
之
ヲ
有
ラ
シ
メ
バ
、
猫
ホ
瞼
…

　
　
秘
心
キ
が
如
ハ
キ
ナ
リ
。
彼
ノ
六
朝
ヨ
リ
小
不
二
及
ナ
皆
、
江
瞼
ヲ

　
　
待
ン
デ
、
以
テ
江
逡
ヲ
防
グ
西
然
レ
ー
3
モ
之
ヲ
江
南
…
二
防
グ

　
　
ハ
江
中
二
防
グ
ニ
如
カ
ズ
、
江
中
二
防
グ
ハ
江
北
二
防
グ
ニ

　
　
如
カ
ズ
。
他
ナ
シ
。
詩
型
有
ル
カ
、
霜
野
ア
ル
カ
。
敵
ト
我

　
　
ト
膚
分
レ
テ
靴
殊
ア
ル
ナ
リ
。
（
中
賂
…
）
　
’

　
　
豊
臣
氏
ノ
北
陸
ヲ
伐
チ
、
南
海
ヲ
伐
ッ
一
二
母
二
船
軍
ヲ
以

　
　
テ
別
二
進
ン
デ
勝
ヲ
取
ル
。
其
ノ
朝
鮮
ヲ
伐
ツ
ニ
及
ン
デ
、

　
　
ス
デ
ニ
王
城
ヲ
取
り
テ
舟
師
壼
羅
ノ
水
丘
ハ
ノ
拒
ス
ル
所
ト
ナ

　
　
リ
テ
、
策
ノ
慮
ズ
ル
能
ハ
ザ
リ
シ
バ
、
以
テ
終
雪
志
ヲ
得
ザ

　
　
ル
所
以
ナ
リ
。
故
r
二
憲
ヲ
シ
テ
好
心
ヲ
得
｝
ザ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
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バ
、
水
臨
戦
鋸
購
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

　
四
面
環
海
の
我
闘
　
を
論
じ
、
’
長
鞭
馬
腹
に
及
ば
ざ
る
の
水
の
交

通
遮
噺
性
を
論
じ
、
こ
の
遮
断
性
も
こ
れ
を
利
用
す
る
者
の
如
何

に
よ
っ
て
正
、
反
手
嫌
の
性
質
を
呈
す
る
こ
と
に
注
意
し
、
今
日

の
所
謂
制
海
椹
の
確
保
が
勝
敗
の
分
る
・
所
以
を
蓮
べ
、
大
東
亜

職
下
の
今
日
特
に
興
味
深
く
覧
ゆ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
こ
れ
ら
の
地
政
論
の
結
び
と
し
て
次
の
一
丈
を
紹
介
し

た
い
。

一
二
廣
瀬
三
島
蠕
二
回
忌
一
序

城
之
尾
、
撰
之
頭
、
其
山
里
、
墨
水
螢
、
所
三
以
養
二
其
氣
之

英
明
一
也
。
三
雲
罵
二
豫
佐
櫓
右
回
”
一
豊
肥
略
画
波
怒
濤
、
三
二
清

與
レ
韓
。
獅
ゑ
養
二
其
氣
之
差
塑
也
。
富
士
之
嶽
。
跨
・
相

擁
ド
駿
。
突
兀
立
位
二
天
虚
適
所
三
以
養
二
隠
語
之
高
傑
一
而
岐

蘇
之
峡
、
雷
乎
闘
。
寵
乎
陸
。
所
三
岳
養
二
言
出
之
沈
深
奇

偉
一
也
。
氣
養
而
域
也
。
（
中
略
）
　
　
　
　
，

　
天
下
之
山
嶽
河
海
、
露
助
ド
子
以
養
二
其
氣
訟
矢
。
子
其
勿

地
政
三
者
と
し
て
の
襲
山
南

ゾ
負
二
天
下
之
山
嶽
河
海
刈

六
、
北
方
問
題
に
關
し
て

　
寛
政
四
年
、
露
艦
の
北
幾
に
繊
淡
し
て
天
下
を
騒
が
し
、
少
年

山
陽
も
こ
の
方
面
に
異
言
の
鞍
壷
を
示
し
た
こ
と
に
就
い
て
は
先

に
一
言
し
た
所
で
あ
る
が
、
大
原
左
金
吾
は
春
水
を
長
崎
よ
り
の

蛉
途
訪
ね
た
こ
と
も
あ
り
、
春
水
の
江
戸
勤
務
中
も
し
ば
く
彼

を
訪
問
し
て
、
蝦
夷
地
に
關
す
る
風
聞
を
語
っ
て
み
る
の
で
あ
る

が
、
元
來
左
金
吾
は
先
に
＝
葺
し
て
お
い
た
や
う
に
・
シ
ァ
の
勢

力
を
過
大
評
贋
し
た
や
う
で
、
彼
が
招
か
れ
て
松
前
に
至
り
、
．
疑

・
心
曙
鬼
、
松
前
道
廣
が
一
団
と
内
慮
も
て
る
る
と
言
ふ
噂
を
聞
い

て
、
．
松
前
を
濡
し
、
r
道
廣
の
黒
帯
を
水
戸
方
颪
や
幕
府
に
許
へ
出

た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
傾
向
の
入
物
よ
り
多
感
の
青
年
山
陽
は
相
當
に
煽
情
的

に
北
方
事
情
を
聞
か
さ
れ
た
に
違
ひ
な
い
。

　
後
に
降
竜
化
二
年
頃
、
露
艦
の
再
び
北
方
に
來
請
す
る
や
、
山

陽
は
耳
を
聾
て
N
そ
の
動
静
を
溢
毒
し
て
み
る
。
こ
れ
も
大
原
左

金
吾
と
親
交
の
あ
っ
た
菅
茶
山
に
宛
て
た
手
紙
の
終
り
に
「
オ
質

錦
二
＋
九
巻
　
第
一
號

八
三
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地
随
一
学
者
と
し
て
の
加
撚
肉
陽

シ
ァ
も
と
ん
と
齢
へ
り
去
り
事
由
。
海
籍
轟
没
、
常
態
な
く
、
い

か
が
候
や
ら
ん
。
御
聞
き
な
さ
れ
候
は
f
、
御
申
越
し
下
さ
る
べ

く
候
」
と
言
っ
て
み
る
。

　
越
え
て
、
丈
化
四
年
四
月
五
月
又
も
や
偉
人
が
蝦
夷
に
來
携
し

幕
府
で
は
若
年
寄
、
堀
田
正
敦
等
を
し
て
鰻
夷
地
建
翻
せ
し
む
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
警
報
を
得
て
出
陽
は
茶
山
に
次
の
如
き
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、

紙
を
蝕
し
て
み
る
。

　
　
邊
報
御
聞
き
な
さ
れ
候
哉
、
北
面
の
傅
聞
一
巷
に
仕
り
候
。

　
　
江
戸
よ
り
は
近
藤
氏
差
遣
は
さ
れ
候
歯
。
何
卒
先
生
の
知
に

　
　
負
き
申
さ
ざ
る
様
、
希
ふ
所
に
候
。
此
度
の
義
、
先
生
如
何

　
　
思
召
し
候
や
。
根
な
き
浮
足
の
戌
卒
幾
千
萬
御
座
候
と
も
、

　
　
何
の
釜
す
る
所
あ
る
べ
く
や
。

　
　
　
松
前
の
國
除
せ
ら
れ
候
事
自
か
ら
藩
簸
を
撤
す
と
申
す
べ

　
　
く
、
央
計
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な
く
候
。

　
　
　
赤
土
は
百
行
顧
亜
あ
り
と
も
必
ず
し
も
畏
る
べ
か
ら
す
。

　
　
唯
内
地
物
情
斎
主
墾
を
生
じ
候
は
ぬ
や
う
に
あ
れ
か
し
と
杷

　
　
憂
止
む
な
く
候
。

　
こ
れ
は
松
前
藩
が
「
非
常
の
備
等
其
方
手
炉
難
一
行
履
一
」
故
を

第
二
十
九
巷
　
第
一
號

八
四

以
て
松
前
及
び
西
蝦
夷
の
上
地
を
命
ぜ
ら
れ
（
束
蝦
夷
は
享
和
二

年
上
地
を
命
ぜ
ら
る
）
し
こ
と
に
眞
向
か
ら
反
封
し
て
み
る
㊨
で

あ
る
。
後
の
手
紙
に
も
論
じ
て
み
る
通
り
、
幕
府
方
に
「
物
の
粥

に
立
ち
申
」
す
も
の
な
く
、
北
條
氏
の
昌
吉
を
拒
い
だ
の
も
四
國
、

九
州
の
諸
氏
の
活
罐
に
依
る
こ
と
を
論
じ
て
北
嚢
の
警
備
は
北
邊

の
も
の
に
ま
か
す
べ
き
を
主
張
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
丈
化
四
年
の
暮
に
、
春
水
は
國
元
の
船
頭
で
近
來
八
年
間
も
松

前
交
易
に
從
隠
す
ろ
新
太
郎
を
慮
邸
に
招
い
て
色
々
北
海
、
カ
ラ

フ
ト
の
漂
流
談
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
冒
し
て
こ
の
話
を

聞
い
た
山
陽
は

　
　
家
君
、
薪
を
呼
び
、
こ
れ
に
酒
を
飲
ま
し
む
。
酒
酎
に
し
て
、

　
　
す
な
は
ち
奮
っ
て
細
ふ
。
小
食
樋
受
に
在
り
て
、
亦
行
伍
に

　
　
嚇
せ
ら
る
。
一
短
刀
を
翫
び
必
ず
虜
腹
を
剰
さ
ん
と
慾
し
た

　
　
り
と
。
叉
日
ふ
、
面
立
の
船
は
以
て
戦
ふ
べ
か
ら
す
。
誰
か

　
　
亜
属
を
逡
る
も
の
ぞ
、
臣
ま
さ
に
ご
れ
を
教
へ
ん
と
す
と
。

　
　
　
あ
・
、
東
事
の
作
あ
り
て
よ
り
浪
々
退
怯
す
、
誠
に
其
れ

　
　
を
し
て
み
な
新
の
敵
漁
の
如
く
な
ら
し
め
ば
、
な
ん
ぞ
虜
を

　
　
　
　
　
　
　
も
セ

　
　
患
へ
ん
や
。
且
薪
の
言
、
草
山
と
難
も
一
に
そ
の
親
晴
す
る

（S4）



　
　
に
掲
で
牝
り
。
肉
食
坐
雛
す
る
者
の
比
に
回
す
。

と
慈
心
し
て
み
る
．
同
じ
く
、
間
も
無
く
、
こ
ん
ど
は
、
蘭
般
や

メ
レ
ケ
ン
船
に
由
り
マ
カ
ホ
、
カ
ン
ト
ン
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
國
ま
で

漂
流
し
た
船
頭
、
善
松
が
訪
ね
て
來
て
色
々
物
語
り
し
た
。
或
は

北
海
談
、
果
て
は
南
洋
談
に
「
，
外
史
」
も
殆
ん
ど
域
虚
し
、
堆
心

勃
々
た
る
山
陽
如
何
ば
か
り
心
を
動
か
も
た
こ
と
で
あ
ら
う
か
。

　
　
北
邊
下
々
、
志
士
其
の
墨
ぶ
所
を
試
む
る
秋
と
も
申
す
べ
く

　
　
や
。
僕
弱
冠
に
し
て
兵
法
を
學
び
、
其
の
後
は
純
一
の
書
生

　
　
に
御
座
候
虚
、
實
に
杞
憂
此
の
事
に
御
座
候
。

　
　
r
愈
愈
に
は
、
公
儀
打
擁
ひ
の
御
付
令
に
つ
き
、
別
に
鰯
之

　
　
あ
り
。
此
事
武
士
に
於
て
驚
く
べ
き
事
に
あ
ら
す
、
騒
ぎ
立

　
　
て
申
す
ま
じ
く
と
申
す
事
に
て
、
入
数
の
備
へ
之
れ
あ
り
、

　
　
僕
父
子
も
行
伍
に
潔
し
侯
。

　
　
　
何
分
、
方
今
の
，
時
勢
、
大
才
力
の
人
、
大
威
儒
の
入
、
闘

　
　
邦
を
鎭
齎
し
候
は
ね
ば
、
纂
の
結
局
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
す

　
　
候
。
何
卒
、
白
川
侯
御
蹄
役
さ
せ
た
き
事
に
御
座
候
。

と
山
陰
の
親
友
、
池
口
忠
恕
に
手
紙
し
て
み
る
の
で
あ
る
Q

　
更
に
丈
化
七
年
、
長
綺
繁
備
の
た
め
に
繊
張
中
の
三
井
昭
陽
ぺ

地
政
墨
・
・
者
と
し
て
の
翻
斜
山
陽

の
手
紙
に
・

　
　
と
も
に
盛
上
に
坐
し
て
、
蝉
創
悲
歌
、
右
に
玄
海
に
傭
し
、

　
　
左
に
太
白
の
星
を
鰍
て
、
古
今
の
邊
防
を
論
ぜ
ん

と
國
防
の
上
に
少
な
か
ら
ぬ
關
心
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
・

　
「
章
ヲ
尋
ネ
、
句
ヲ
摘
ミ
、
以
テ
一
生
ノ
大
業
ト
ナ
ス
ハ
、
亦

　
已
二
一
羅
ナ
リ
。
（
中
略
）
五
内
ハ
、
鱒
果
海
千
　
載
ノ
下
二
生
レ
タ
リ
ト

　
…
蟻
モ
、
生
レ
テ
山
辛
二
男
兇
タ
リ
。
叉
儒
生
タ
膚
り
。
ノ
つ
ヅ
ク
ン
。
ソ

　
奮
磯
立
志
、
以
て
國
恩
二
答
へ
、
以
テ
父
母
ヲ
顯
ハ
サ
ザ
ル
ベ

　
ケ
ン
ヤ
」
（
立
志
論
）
。

と
既
に
少
年
時
代
に
確
立
せ
る
彼
の
信
念
と
、
そ
の
詩
を
以
て
、

そ
の
皮
を
以
て
、
身
魂
有
用
の
實
黎
た
ら
し
め
ん
と
し
九
、
彼
の

地
政
學
的
傾
陶
は
こ
れ
ら
の
所
論
と
な
っ
て
現
は
れ
、
或
は
國
家

國
防
上
の
多
大
の
關
心
と
な
り
、
或
は
國
器
明
徴
の
論
と
な
っ
て

「
國
恩
二
．
答
へ
」
ん
と
し
た
の
で
あ
る
．
而
し
て
國
防
に
回
り
て

は
「
僕
父
子
も
行
伍
に
偏
し
」
地
政
墨
的
倉
見
に
依
る
賢
践
に
踏

み
隠
し
て
み
る
所
に
眞
の
彼
の
地
政
學
を
観
る
の
で
あ
る
。

七
、
結

び

第
二
塗
九
巷
　
第
　
盤

八
五
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地
白
墨
・
者
と
し
て
の
謂
桝
山
陽
…

　
山
陽
は
所
謂
才
と
累
と
識
と
の
三
曹
を
具
へ
た
良
乗
で
あ
る
。

而
し
て
識
見
に
鞭
て
殊
に
棄
越
し
て
み
る
。
　
（
縢
谷
温
、
頼
山
陽

と
日
本
丁
字
）
彼
の
國
器
明
徴
と
勤
王
の
精
榊
に
至
っ
て
は
叢
に

新
し
く
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
吉
田
松
陰
の
「
野
山
獄
護
書
記
」

の
中
に
も
「
外
史
」
「
政
記
」
「
山
陽
詩
妙
」
の
名
が
見
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
松
下
村
塾
の
教
科
書
と
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
り

で
あ
る
が
、
そ
の
國
土
意
識
に
於
い
て
も
彼
此
相
通
す
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
離
ド
地
而
無
ド
入
、
離
ド
入
而
無
ド
事
、
故
歓
〆

三
二
入
事
圃
三
親
二
三
地
理
こ
と
言
ふ
籐
り
に
も
有
名
な
松
陰
の
立

言
、
誰
か
山
陽
外
史
と
關
係
こ
れ
無
し
と
言
ひ
得
ら
れ
や
う
か
。

　
山
陽
が
欝
て
同
郷
の
後
輩
に
し
て
、
本
居
宜
長
に
師
事
し
て
み

た
橋
本
稻
彦
と
、
和
漢
の
學
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
Q
稻
彦
は
網
雷
な
國
粋
論
者
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
山
陽
は

彼
を
「
本
居
流
の
和
講
者
、
狂
人
也
」
と
き
め
つ
け
て
る
る
の
で

あ
る
が
、
彼
を
通
じ
て
山
陽
は
「
凡
℃
萬
の
事
も
物
も
み
な
皇
國

ぞ
本
に
し
て
他
國
へ
お
の
つ
か
ら
流
れ
及
び
た
る
も
の
に
て
（
中

略
）
吾
が
彼
に
似
た
る
に
は
比
す
」
と
す
る
本
居
一
派
の
稻
偏
鋏

な
國
十
二
に
摂
し
て

　
　
　
　
　
餓
罪
二
十
九
巷
　
　
嬢
罪
一
締
調
　
　
　
　
八
山
ハ

　
　
余
胤
茸
テ
、
　
ソ
ノ
徒
弟
　
（
注
、
　
橋
本
稻
彦
）
　
二
謂
ッ
テ
日
ク
、

　
　
子
等
、
我
國
ヲ
小
槻
ス
。
故
二
介
々
然
タ
リ
。
漠
ヲ
抑
へ
、

　
　
和
ヲ
掲
グ
ル
ヲ
務
ト
ス
。
余
が
如
キ
ハ
、
オ
モ
ヘ
ラ
ク
、
我

　
　
ガ
乱
賊
至
大
ナ
リ
。
野
外
ノ
貢
ス
ル
ト
コ
官
ヲ
取
り
、
以
テ

　
　
我
が
用
ト
ス
。
何
ゾ
口
取
テ
漢
ヲ
以
テ
耐
封
患
ナ
ス
ト
。
貢
ハ
ノ
入

　
　
爽
然
タ
リ
。
（
本
居
氏
ノ
家
言
ヲ
讃
ム
）

と
答
へ
み
る
。
實
に
明
快
な
る
所
論
で
あ
る
。
「
海
宇
ノ
大
勢
」
よ

り
親
た
る
中
正
な
る
認
識
で
あ
っ
て
、
三
三
を
超
え
た
よ
り
高
次

元
の
八
絃
爲
一
酌
、
皇
道
に
基
け
る
日
本
地
政
墨
的
弓
土
槻
で
あ

る
。　

こ
れ
を
要
す
る
に
、
鵜
宮
人
山
陽
に
は
、
個
々
の
細
か
い
地
政
墨

黒
記
述
こ
そ
な
そ
の
数
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
精
榊
に
於
い
て
、

そ
の
根
本
理
念
に
於
い
て
、
最
も
車
絶
せ
る
地
政
墨
者
で
あ
っ
た

と
謂
ひ
得
る
。
往
々
に
し
て
、
地
理
智
者
が
詩
人
で
あ
る
こ
と
が

あ
る
が
如
く
、
詩
人
山
陽
は
亦
一
面
偉
大
な
る
地
政
墨
者
で
あ
っ

た
と
総
し
て
も
敢
て
逓
言
で
は
な
い
と
信
ず
る
。

　
附
記
、
本
稿
の
三
三
は
木
三
好
三
編
、
頼
山
陽
全
集
、
同
書
翰

　
　
．
集
に
依
る
b
、
省
、
同
説
集
中
の
山
陽
全
傳
に
は
困
る
所
多

　
　
　
い
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
八
レ
ヰ
十
一
月
一
一
十
一
日
）

（　86　．）


